
告

示

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
六
丁
目
十
五
番
七
号

内
装
仕
上
げ
施

工

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア
サ
ヒ
フ
ォ
ー
ジ
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
金
田
町
四
丁
目
十
六

番
地

鍛
造

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

檜
工
業
株
式
会
社

静
岡
県
御
殿
場
市
神
場
二
千
二
百
七
十
三
番

地
の
一

工
場
板
金

株
式
会
社
メ
イ
ト
ク
ツ
ー
ル
ズ

愛
知
県
犬
山
市
字
鶴
池
七
十
八
番
一

機
械
加
工

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト

宮
城
県
石
巻
市
鹿
又
字
谷
地
中
裏
百
八
十
三

番
地

塗
装

平成™›年�月™�日 火曜日 第œŸ™ 号官 報
〇
金
融
庁
告
示
第
五
十
五
号

エ
イ
ア
イ
ユ
ー
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
の

変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

小
関

誠

東
京
都
中
央
区
佃
二
丁
目
二
番
十
一
e

三
六
〇
一
号

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
号
の
表
Ｓ
ｐ
ｉ
ｎ
の
項
中
「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｎ
」
を
「
株
式
会
社
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
二
十
三
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障

理
事
会
に
お
い
て
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
情
勢
に
関
し
、

武
器
禁
輸
措
置
等
の
一
部
を
修
正
し
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
を
決
定
す
る
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
訳
文
）

二
千
十
二
年
四
月
二
十
六
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
が
そ
の
第
六
千
七
百
六
十
一
回
会
合
に
お
い
て
採
択

し
た
決
議
第
二
千
四
十
五
号
（
二
千
十
二
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
情
勢
に
関
す
る
従
前
の

決
議
及
び
議
長
声
明
、
特
に
決
議
第
千
八
百
八
十
号
（
二

千
九
年
）、
第
千
八
百
九
十
三
号
（
二
千
九
年
）、
第
千
九

百
十
一
号
（
二
千
十
年
）、
第
千
九
百
三
十
三
号
（
二
千

十
年
）、
第
千
九
百
四
十
六
号
（
二
千
十
年
）、
第
千
九
百

六
十
二
号
（
二
千
十
年
）、
第
千
九
百
七
十
五
号
（
二
千

十
一
年
）、
第
千
九
百
八
十
号
（
二
千
十
一
年
）、
第
二
千

号
（
二
千
十
一
年
）
を
想
起
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
主
権
、
独
立
、
領
土
保
全
及
び

統
一
に
対
す
る
同
理
事
会
の
強
い
支
持
を
再
確
認
し
、
ま

た
、
善
隣
、
不
干
渉
及
び
地
域
協
力
の
原
則
の
重
要
性
を

想
起
し
、

国
連
事
務
総
長
の
二
千
十
二
年
三
月
二
十
九
日
の
特
別

報
告
書
（
Ｓ
／
二
〇
一
二
／
一
八
六
）
並
び
に
国
際
連
合

専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
二
千
十
一
年
の
中
間
報
告
書
（
Ｓ
／

二
〇
一
一
／
六
四
二
）
及
び
二
千
十
二
年
の
最
終
報
告
書

（
Ｓ
／
二
〇
一
二
／
一
九
六
）
に
留
意
し
、

決
議
第
千
五
百
七
十
二
号
（
二
千
四
年
）、
第
千
六
百

四
十
三
号
（
二
千
五
年
）、
第
千
九
百
七
十
五
号
（
二
千

十
一
年
）
及
び
第
千
九
百
八
十
号
（
二
千
十
一
年
）
に
よ

り
課
さ
れ
た
措
置
が
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
安

定
に
継
続
し
て
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
ら

の
措
置
が
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
が
安
定
化
に
回
帰
す
る
上
で
過
去

数
か
月
間
に
達
成
し
た
着
実
な
進
展
、
特
に
事
務
総
長
特

別
代
表
が
認
証
し
た
議
会
選
挙
の
実
施
、
目
前
の
治
安
上

の
課
題
へ
の
対
処
、
経
済
回
復
の
前
進
及
び
国
際
的
及
び

地
域
的
協
力
の
強
化
を
歓
迎
し
、

対
話
と
協
議
を
通
じ
て
国
民
和
解
と
平
和
の
定
着
を
促

進
し
よ
う
と
す
る
全
て
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
人
に
よ
る

努
力
を
認
識
し
、
対
話
・
真
実
及
び
和
解
委
員
会
が
こ
の

方
向
で
更
な
る
進
展
を
図
る
こ
と
を
奨
励
し
、
こ
れ
に
関

連
し
て
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
及
び
西
ア
フ
リ
カ
諸
国

経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
）
の
支
援
を
歓
迎
し
、

未
解
決
の
課
題
で
あ
る
治
安
部
門
改
革
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
及

び
武
装
解
除
・
動
員
解
除
・
再
統
合
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）、
並
び

に
武
器
の
流
通
が
、
同
国
の
安
定
化
に
対
す
る
重
大
な
危

険
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
を
維
持
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
政
府
に
よ
る
Ｄ
Ｄ
Ｒ
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｒ
作

業
部
会
の
設
置
及
び
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
剣
に
対
処
す
る

た
め
の
他
の
努
力
を
歓
迎
し
、

当
初
決
議
第
千
五
百
八
十
四
号
（
二
千
四
年
）
７
の
規

定
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
た
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
政
府
と
の
協
力
が
、決
議
第
千
九
百
八
十
号（
二

千
十
一
年
）
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
至
近
の
任
務
の
過
程

に
お
い
て
、
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
政
府
が
そ
の
治
安
部
隊
、
特
に
警

察
と
憲
兵
隊
を
警
備
用
の
標
準
的
な
武
器
及
び
弾
薬
で
装

備
し
訓
練
す
る
緊
急
の
必
要
性
を
認
識
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
政
府
が
同
国
内
の
全
て
の
市
民
の

安
全
に
対
す
る
脅
威
に
対
し
て
均
衡
性
の
あ
る
対
応
が
可

能
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
政
府
に
対
し
、
そ
の
治
安
部
隊
が
人
権
及
び
適
用
可
能

な
国
際
法
の
擁
護
を
引
き
続
き
約
束
す
る
こ
と
を
確
保
す

る
よ
う
要
請
し
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
政
府
に
対
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
小

型
武
器
、
弾
薬
及
び
関
連
物
資
に
関
す
る
条
約
を
批
准
及

び
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
、

不
法
な
課
税
制
度
の
導
入
、
領
土
全
域
に
お
け
る
犯
罪

の
増
加
及
び
国
境
管
理
の
た
め
の
能
力
及
び
利
用
可
能
な

資
源
の
欠
如
に
関
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
に

懸
念
を
表
明
し
、

女
性
、
平
和
及
び
安
全
保
障
に
関
す
る
決
議
第
千
三
百

二
十
五
号
（
二
千
年
）、
第
千
八
百
二
十
号（
二
千
八
年
）、

第
千
八
百
八
十
八
号
（
二
千
九
年
）、
第
千
八
百
八
十
九

号
（
二
千
九
年
）
及
び
第
千
九
百
六
十
号
（
二
千
十
年
）、

児
童
及
び
武
力
紛
争
に
関
す
る
決
議
第
千
六
百
十
二
号

（
二
千
五
年
）、
第
千
八
百
八
十
二
号
（
二
千
九
年
）
及

び
第
千
九
百
九
十
八
号
（
二
千
十
一
年
）
並
び
に
武
力
紛

争
に
お
け
る
文
民
の
保
護
に
関
す
る
決
議
第
千
六
百
七
十

四
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八
百
九
十
四
号
（
二
千
九

年
）
を
想
起
し
、
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